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CONFERENCE ON DIGITAL LIBRARIES :
RESEARCH AND PRACTICEが開かれます。主催
は京都大学、BL（英国図書館）、NSF（全米科
学財団）で、情報処理学会、電子情報通信学会、
日本図書館協会、情報科学技術協会、ACM
JAPAN、ACM SIGMOD JAPAN、AEARU（東
アジア研究大学連合）、APRU（アジア環太平
洋大学連合）、京都市などの後援で行われます。
ネットワークで必要な情報が入手出来る電子
図書館は、現在、学校、職場、家庭でだれにで
も使いやすくするために、さらに充実した機能
の実現をめざして、世界各地で研究開発が行わ
れています。ヨーロッパではグーテンベルグ生
誕600年を記念したプロジェクトがあり、アメ
リカの電子図書館プロジェクトは第2期に入り
広範な研究開発が行われつつあります。京都大
学図書館では世界に先駆けて電子図書館を実現
し、いま建設中の国立国会図書館関西館に電子
図書館が準備されています。このような背景か
ら電子図書館国際会議を京都で開催することに
なったものです。この会議では、日本、アメリ
カ、ヨーロッパの最先端技術の研究者と図書館
関係者が集まり、双方の立場から研究発表が行
われます。
会議はセッションIからセッションVIIまであ
り、11月13日午後から14日にかけて日本語で
「電子図書館の現状と将来」「国際会議基調報
告」、15日は英語と日本語によるコンピュータ
関係メーカーから電子図書館技術の動向紹介と
